
このたびはポータブルトイレGXを
お求めいただきまして、まことに
ありがとうございます。
正しくお使いいただくため、
ご使用前に必ずお読みください。
なお、この取扱説明書は大切に
保管してください。
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最大使用者体重：100kg以下
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安全上のご注意

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他人への危害を未然
に防止するためのものです。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

誤った使いかたをすると「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容を説明しています。

誤った使いかたをすると「傷害または財産への損害が発生する可能性が
想定される」内容を説明しています。

警告
注意

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示（図記号）で区分し、説明しています。（下記は絵表示の例です）

必ず実行していただく「強制」内容を
説明しています。

してはいけない「禁止」内容を
説明しています。

注意

上蓋の上に座ったり立っ
たりしないこと
蓋が割れたり、けがの
原因になります。

直射日光が当たる場所や、火気
に近づけないこと
火災や変形の原因に
なります。

使用中、蓋によりかからないこと
蓋が割れたり転倒し、けがの原因に
なります。

子供・幼児を遊ばせる等、他の用途
では使用しないこと

体重が100kgを超える方は使用しな
いこと
本体が破損する恐れがあります。

改造や分解をしないこと
本体が正常にはたらかず、けがの原因
になります。

使用者が用便等の際、
自分自身の身体を十分
に安定させられない場
合は、介助者が必ず付
き添うこと

上蓋の開閉のときは、
必ず持手部を持って
行うこと
別の部分を持って行
なうと指をはさむ原
因になります。

必ず平たんな場所で使用すること

ペーパーホルダーを支えにして、立ち
座りを行わないこと
転倒し、けがの原因になります。

お手入れの際は、タワシや磨き粉、
研磨剤入りのスポンジ等は使用しな
いこと
塩素系洗剤、酸・アルカリ性洗剤、
シンナー、クレゾール等は絶対に使
用しないこと
プラスチックが劣化または破損し、
けがの原因になります。
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各部のなまえ

特長

使いかた

品 名 ポータブルトイレGX

本体・上蓋・便座　

バケツ

ポケット
ポリプロピレン

ペーパーホルダー

寸 法
44×53×高さ40cm
（便座までの高さ:38cm）

重 量 約3kg

バケツ容量 10i

●本体前面に足を引けるスペースがあり、立ち上がりやすくなっています。
●上蓋・便座は簡単に着脱ができ、お手入れの時も外して洗えるので、とても衛生的です。
●本体側面にポケットが付いているので排泄時に必要な備品を収納することができます。
●ペーパーホルダーは、使用時に取り易い位置にスイングアップする構造です。
※ポケットとペーパーホルダーは左右どちらにでも取り付けできます。
●本体のバケツ受け周辺に溝を設けているので、尿が外へこぼれにくい構造になっています。
●上蓋の開閉は折りたたみ式で、便座はゆっくりと閉まるオイルダンパーを採用。
●便座は抗菌加工便座。
●バケツは音のしにくい形状で、バケツ蓋はつかみやすい取っ手になっています。

｝
付属品
O型便座カバー1枚・防臭消耗品

ポケット

ペーパーホルダー

便座

本体

バケツ

上蓋

前準備 使用方法

使用後の処理方法

（上蓋にはカバーをかけないでください）
①付属の便座カバーをつける

（トイレットペーパー・おしぼり等もご用意し
ていただくと、大変便利です。）

①上蓋を開け、バケツの蓋をはずして使用する

バケツに水を約2i（バケツ内側の2と表示し
てある線まで）入れ、防臭剤か防臭液、あるい
は消臭剤フォームタイプを入れてください。

※トイレに座る前に用便されてしまう場合もあります。あらかじ
めポータブルトイレ用消臭・防水シート（別売品）を敷いてお
くと、よりお部屋の清潔さが保たれ安心です。

※別売（防臭剤・防臭液・消臭剤フォームタイプ）

②防臭効果を高めるために

ポータブルトイレからバケツ
を取りだして、汚物をトイレ
に流してください。

①汚物の処理について

寝たきりにならないようにできるだけ自立して排泄を行なえるようにしましょう。

材　　　質

廃棄上のご注意 おすまいの地域の分別ルールに従って廃棄してください。
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ペーパーホルダーの使いかた

①トイレットペーパーを使用する場合、本体側面にある、ペーパーホルダーを図①の状態から内側の
軸を手前に引き出し、図②の状態となるように固定します。あとは図③のように軸にトイレット
ペーパーを通せばセット完了です。
ペーパーホルダーを収納するときは、軸を元にもどしてください。

※元にもどすときは、ストッパー部をのりこえる為、若干かたいですが破損等の心配はありません。

使いかた

図① 図② 図③

ペーパーホルダーとポケットの左右の取りかえかた

①ペーパーホルダー枠と本体（下方）のスキ間に○－ドライバーを差し込み、枠を矢印方向にはずす。図①
②ペーパーホルダー枠の反対側も同じようにして、枠全体をはずす。図②
③もう一方の本体側面にあるポケットを開け、矢印の方向にポケットを引きぬく。図③
④ポケットをはずした本体側面の穴に、ペーパーホルダーをセットする場合、ペーパーホルダーの枠
を本体側面の穴上側にあててから枠の下側を図④のように、矢印方向に押し込んでセットする。図⑤
⑤ポケットは③の逆の手順でセットする。

図① 図②

図④ 図⑤

図③

ペーパーホルダー枠

軸
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お手入れの方法

普段のお手入れは 少しひどい汚れには
いつまでも気持ちよくお使いいただくために、
小マメに汚れを落としてください。
汚れはスポンジかやわらかい布に、住居用洗剤
（弱アルカリ性・中性）をふくませてふきとっ
てください。

上蓋・便座は本体からはずせるので、
すみずみまできれいにお手入れがで
きます。ひどい汚れをふきとる場合
は、布等に市販の消毒用アルコール
をふくませてふきとってください。

1 2

注
意

※タワシや磨き粉、研磨剤入りのスポンジ等は使用し
ないこと
※塩素系洗剤、酸・アルカリ性洗剤、シンナー、クレ
ゾール等は絶対に使用しないこと
プラスチックが劣化または破損し、けがの原因にな
ります。

※長時間ご使用になり、バケツの汚れがとれなくなった場合には、販売店にてバケツ（別売品）をお求めください。
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●製品の仕様および価格は、予告なく変更する場合があります。 10.06

お客様相談室 
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